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雲
仙
・
普
賢
岳
の
現
地
調
査
を
報
告

調
査
諸
民

野

図

抽

民
崎
川
品
川
郎
市
の
今
ま
さ
に
火
山
民
事
が
克

q
し
て
い
る
引
地
に
足
合
蹄
み

入
れ
る
と
‘
様
れ
た
人
家
を
特
め
M

州、〈

L
た
ト
L

引
に
げ
は
聞
さ
れ
る
仰
心
い
で
あ
る
.

ド
流
の
人
家
付
近
に
お
い
て
色
、
八
日

1
五
U
町
降
耐
に
よ
る
上
石
流
の
制
か

い
位

F
の
上
砂
が
‘
軒
ド
や
歩
道
に
じ
っ
4
B
八
し
佃
も
機
械
し
て
お
り
陪
占
の

た
め
懸
命
の
作
業
が
行
わ
れ
て
L
る
・

二
年
間
の
平
成
+一
年
ト

H
ト
じ
日
に
地
獄
跡
火
日
か
ら
叫
引
火
し
た
将
賢
岳

は
、
平
成
1
年一ハ

H
z
a
に
大
制
棋
院
火
砕
流
が
先
生
し
托
百
四
!
人
行
ん

不
明
信
宅
入
を
世
え
た
。
六
月
八
日
の
火
砕
流

t
そ
の
後
の
上
石
流
事
に
よ

り
全

ma半
峻
の
家
屋
は
、
住
家
e

当
性
家
の
総
敬

τ八
百
仙
閉
じ
も
述

L

民

高
産
物
内
輩
商
工
農
へ
の
影
曹
は
計
り
知
れ
主
い
状
況
で
あ
る
.

火
口
に
お
い
て
は
噴
出
物
に
よ
り
現
在
第
八
ド

I
ム
が
出
担
し
て
い
る
.

引
地
調
査
の
際
に
も
小
規
慌
の
火
砕
流
が
尭
生

L
、
溶

HRt~出
口
が
ぶ

つ
カ
り

あ
-ヲ
ゴ
ロ
ゴ
ロ

k
い
-
フ
叫
に
似
た

R
に
少
々
驚
い
た
次
串
で
あ
る
a

出
目
哨
山

物
の
総
量
は

一
憶
敬
百
万
耐

t
い
う

t
て
ウ
も
な
い
且
で
あ
る
・

(
4
/
白

3

6
/
3
問
の
平
均
H
量
約
十
六
万
耐
処
品
行
上
本
研
究
所
調
}

水
無
川
の
上
石
流
推
積
物
の
除
去
は
、
制
刷
機
措
紋

1
台
、
ダ
ン
プ
ト
ラ

γ

ク
約
百
台
で
監
忠
に
主
肱
さ
れ
て
い
る
.

占

k
石
流
が
締
た
に
雄
一卜
し
た

地
区

A
A
叫
岡
市
街
地
よ
り
V

仁
お
い
て
は
避
砂
他
{
響
拡
六
U
M
耐

}

が

ケ

所
‘
悶
且
2
5
1
日
車
内
百
連
絡
僑

〔
揺
民
三
三
円

m

幅
七

m)
が
民
主
緊
急

付
罰

t
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
・
A

現
住

連
絡
情
に
は
中
は
無
い
v

型
地
を
歩
〈
と
荷
仕
谷
に
多
量
の
噴
出
物
が
た
ま
り
そ
の

l
会
火
帥
出

が
走
hv

山
の
本
々
は

4

部
赤
掠
り
て
お
り
熱
風
避
け
の
掴
型
施

d
b緊
急

に
施
工
さ
れ
て
い
る
.

噴
火
が

一
n
f
b
H十
〈
終
え

A
L、
-
』
れ
以
上
の
見
書
が
起
き
な
k
よ
フ
刷

ー、

州
路
に
つ

L
t
.

九
円
九
日
正
午
よ
り
自
立
御
輿
を
目
指
す
た
め
、
避
雌
日
民
約
六
千
人
の

う
ち
半
世
の
約
一
-
千
人
が
住
む
地
域
の
立
ち
入
り
統
制
金
解
除
し
‘
続
成
区
岨

の
一

部
も
避
難
勧
作
地
雄
に
梧
相

t
新
た
な
展
開
が
附
拍
さ
れ
て
L
る
.
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完河ロ湖湖候所長
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富
士
山
の
天
気

入
札
以
ぬ
川
崎
川
や
低
礼
川
の
膨
，

で
n
u
〈
b
u
h
v
S
〈
も
仕
る
一
-

り
は
a
風
俗
の
膨
嘗
に
よ
A
q
て
b

'
e
'
a
e
一
ヲ
ニ
t
が
め
る
・
拡
t
山
川
刊

巾
で
M
M
で
H
川
阿
る
鮒
る
御
殿
場

品
寄
る
問
《
あ
と
の
篭
厳
格』
p
a
・0
』

t
t
b
れ
て
ー
‘
る
-
れ
u
-
M
地
内

た
山
幽
骨
骨
句
の
凶
a
M
V
仙
川
〈
と
守
備

山
ゆ
市
側
の
-
a
じ
め
る
御
殿
劫
T
U

Z
M
V
絶
句
L
τ
・
。
喰
制
的
は
憶

が
a
a
u
勾
て
い
る
が
高
t
山
の
一
は

り
側
の
官
t
u
d
川
市
や
何
H
a
m
町
で

u
晴
れ
て
ι
・
る
と
ー
‘
う
一
-
k
で
あ
る

凶
曜
に
花
内
の
冷
た
ー
、
凶
慣
が
欧
《
主

旗
t
山
の
向
-
-
う
側
で
は
人
気
が

g

，
、
d
v
、
M
E
ト
に
め
る
御
股
場
や
偽

巾
合
ら
寓
i
巾
ι
a
u
げ
て
陪
入
札
は

ぬ
〈
な
る
・

ま
た
川
口
湖
町
T
U

-a思
凪
M
V
欧
円
ぱ
大
気
が
慮
〈
正
門

a
M
V
欧
付
ぱ
人
伯
R
d
F
A
〈
ゐ
る
」

t

.
‘
わ
れ
て
‘
z
e
念
ら
〈
稼
1
市

中
海
t
w
門
巾
で
U
「
H
a
の
占
間
風
は
晴

花
凶
a
u
叫
」
『
冬
の
北
耐
の
凶
鳳
川
仙
幽
明

巾
B
R
の
幽
担
は
削
か
守
』
i
c
，
、
一一うの

が
刊
で
u
a
る
の
で
は
令
い
で
L
ょ

う
a
u
-
-包
の
よ
う
に
を
の
地
必
の

人
体
の
人
気
は
リ
ぱ
風
向
、
d
に
よ

勾
て
判
断
す
る
4
t
u
F
で
8
る
』
・
の

で
h
'
o
l
M

・

m
の
凶
a

u
M
4
付
近
で
以
は
と
z
A
E
地
形

り
彫
幽
寄
金
ラ
"
.
。
-
と
企
〈
は
は

内
a
u
L
リ
根
内
崎
か
ご
細
川
門
A
d
T
吹

-
工
、
‘
る
一
-
K
M
V
，
p
j
、
一
也
り
と
め

ふ
州
付
近
e
a
る
低
H
A
H
駒
山
q
M

u
t
M
帽
の
丙
姐
に
池
会
れ
て
山
中

川
や
シ
ペ
リ
ア
lH
胸
倉
ら
待
針
L
て

決
る
よ
色
が
多
ー
‘
の
で
ん
%
は
尚

e
i
h
句
愛
b
司
て
米
る
ニ
れ
れ
・
智
「
k

h
A
の
創
刊
貨
』
K
L
勾
τ
ー
‘
る
川
上

山
は
命
き
が
七
じ
h
m
で
b
n

ょ
を
じ
A
聞
の
必
憎
ん
H
A
阿
の
凶
a

t
c
似
て
b
n
，
台
風
や
舗
ー
‘
低
ハ
A
M

u
r
e
州
に
近
づ
会
む
い
限
り
年

の
内
u
t
A
E
丙
庄
町
。
ゅ
風
が
欧
t

て
‘
る
風
速
u
w
r
均
L
て
夏
は
u
o

、
冬
U
時
且
九
州
刊
で
ゐ
る
a
t
山

e
H
足
る
t
z
内
側
の
例
向
が
米
側
の

創
闘
よ
り
や
や
急
に
信
咋
て
L
る

こ
れ

u
z
t山
MV
喰
火

t
化

時

峨

出
拘
d
v
内
峰
に
唯
争
れ
て
東
側
に
峨

倒
し
た
た
め
t
、
わ
れ
て
ι
、
る

誕
の
A
f
w
a
H
A
H
に
圃現
わ
れ
る

ミ
品
川
時
任
命
ら
み
州
に
向
a
。
て

南
風
が
険
会
必
む
た
め
段
、
人
礼
t
c

'
・
る
冬
に

ν
ペ
U
7
7
品
川
代
h
円
が
舗

aa
句
砂
4
5
a
a
付
近
の
脈
"
“
h
け
が
略

告
が
ら
l
u
砕
す
る
.

台
風
の
中
£
付
近
は
品
晴
香
3
が
強

ー
、
の
で
.
ら
・
?
?
E
没
刷
協
や
凶
R
H

の
怜
令
快
い
た
時
に
で

3
る
品
綱
審
き

の
よ
う
に
M
L
M
の
溢
4
力
r
e
E
が

酬
も
て
m
A
山
中
に
竺
の
a
L
q
u
明
が

で
S
る
・
ニ
れ
が
白
峰
の
峨
で
め
る

.
山
の
斜
衝
の
止
臭
気温轟

地
勾
た
閉
会
‘
明
礼
M
V泊
隅

8
ら
吹

い
τ
来
て
回
押
5
れ
る
よ
う
に
山
の

斜
副
に
泊
。
τ
1
"
す
る
t
‘
吻
礼

中
の
*
皐
矯
M
A
が
M僧
結
L
て
叫
M
M
F
姥
H
ー

す
る
・
i
u舟
HA品川MV出
羽

t
k
冶
中
か

ら
am
へ
市
5
ね
た
旬
噌
し
れ
が
位
機

L
て
い
る
と
玄
U
で
き
わ
3
1
、.中市rHA

M
r
-
P
H
恨
の
也
市
品
川
A
L
Z
合
札
で
ー
‘
る
主

悦
L
K
-
h
・
L
吋
峰
仙
台
納
の
て
虫

色
念
。
.
本
A
N
A
M
V
少
色
め
で
も

M
m
H
《
滝
M
F
鎗
ー
‘
ι
と
川
代
川
園
の
低
い
}

M
晴
ま
で
}
勾
て
磁
給
す
る
.
ー
‘
t
n
L

1
n
の
曾
雲
や
つ
る
t
-
Z
川
内
向
れ
の
滋

q
h
、
あ
レ
k
f
"
札
占
閣
の
強
さ
に
よ

勾
て
昨
1
A
Z
れ
そ
の
m
u
m
-
付
近
令

欧
t
丙
風
の
錆

3
に
よ
勾
て
決
ま
る

欧
〈
切
色
合
ー
、
A
q
た
色
の
で
特
に

Ha
の
mw
E
‘
刊
に
は
は
勺
さ
句
分
会
る

つ
a
句
耐
H
A
r
m
に
橿
わ
れ
た
凶
明
日
入

の
"
に
M
納
に
伝
令
τ

ム
鳩
M
V
"

る
t
強
h
v
u
射
で
雄
肉
付
近
の
均
I
れ
叫

が
帽
の
ら
札
て
働
桜
L
偽
札
線
の

よ
う
に
次
守
色
1
"
e
舶
の
る
川

中
に
"
t
の
i
M
M
削
減
が
磁
A
に
生

息

q
t
E
・
舎
の
ム
ア
札
の
六
得
。
ι
τ
す
る

た
め
に
、
A
w
a
n
ら
同
位
の
り
所

a
で
市
l
e
ら
絶
i
b
τ
近
う
よ
う

に
L
て
南
風
M
V
欧
《
・
ニ
A
n
e
高
風

t
‘
ぅ
.
向
t
の
札
出
M
V肱
w
t
よ
勿

品
ー
、
時
U

渇
l
m
り
を
H
A
M
V
K
M寸

る
た
め
海
風
!
と
a
z
に
仲
ー
か
ら

市
t
へ
向
a
u
a
ワ
て
鉱
山
可
a
L
Z
北
風
d
v
欧

〈
-
れ
e
w
M
-
t
い
う
一

-
富
士
山
e
-aり
e
〈
且

飾
凶
問
脚
色
山
総
m
m
以
花
附
に
山
間
ア

ル
プ

-
A
M
V
‘
町
内
て
花
じ
ほ
ハ
ケ
略
的

念
仏
欣
U
誌
の
山
々
が
謹
r
・
勺
て
b
n
a
η

ニ
れ
M
V
S
R
の
a
み
丹
沢
山
崎
唱
の
ら

術
似
金
制
A
で
人
き
な
島
崎
“
v
t
h弛

句
。
を
の
要
に
京
1
山
が
W
え
て
ー
‘

司
て

s'
・i

‘MV

多
凶
風
向
ヤ
に
調
べ
た
t
一
泊
ゐ
ー
と

し
て
Ma
M
ゅ
よ
閉
す
句
"
の
息
冬
は
花
得

。
の
凶
R
M
V
欧
〈
守
ι
と
が
分
か
る
俸

と
侠
以
“
本
海
や
a
A
U
T
I
W
泊
司

て
L
ぱ
L
ぱ
依
句
A
h
H
M
V
，
a
過
L
た

町
小
a
a
u
m
・
M
V
m
w
，
す
る
の
で
‘

酬
が
也
ぜ
ず
入
札
M
v
a串
I、

-
a'

川
、
k
H
に
か
げ
て
は

"
品
作
品
川
代
H
K
俳
A
H
が
S
阿

u
川
闘
で
H
A'
付
近
々
，
a
句
尚
U
4

H
M
V
水
る
a
Ma
ら
会
む
A
W
ゆ
悶
ス
t

u
る
が
他
陣
汎
任
が
』
問
w
e
a
る
と

耐
の
U
M
V
a
、
H
健
主
阿
川
に

U
A
引
a
u
舵
仙
闘
が
瓜
W
S
L
て
ゑ
凶
阿
梅
山

t
b活
"
・
ハ
円
t
H
酬
に
は
本
防
的

生
偽
闘
の

ν
ー
だ
シ
仁
入
る
.
ι
"
で

泊
a
L
r
・
〈
て
は
な
ら
わ
沿
い
の
は

時
A
h
d
v
H
4
A
ι
E
a
し
伝

T

μ
ー
‘
州
飾
h
z
引
・
3
ず
ふ
り
て
a
・
。
時

ag
た
U
M
俳
句
局
側
k
A
T
J
側
の

附
ん
の
悦
礼
h
d
V
A
争
州
全
地
問
£
凡
で

必
む
昨
で
あ
a
q
-
-
A
W
剛
山
瓜
舗
で

は
人
山
や
吹
い
，
t
C
F
・
句
町
の
除
4

C
山
で
川
崎
長
嶋
信
ど
れ
が
M
争
』
句
川

ゆ
山
で
は
A
T
M
咽
伝
だ
れ
が
組
一
-
句
て

M
q
の
よ
う
に
多
〈

ω繍柄引
針
金
山

由
、
て
ー
、
.
。
.
二
れ
と
川
じ
二
色
で

『
作
轟
が
欧
《
t
a
t
山
に
昨

代
が
錨
一
-
る
』
e
bも
L
号
制
耐
に
岨
問

司
ん
可
が
山
管
内
て
ド
ロ
ト
ロ
り

シ
ペ
'
ぺ
，
a
r
a
に
悩
る
と
地
耐

の
砂
慢
も
ん
色
も
に
-
F
d
伐
の
よ
う
に

ほ
れ
て
ト
る
』
&
-
Y
H
a
代
ι
C
L
・
-
ヲ
・

.
反

例
q
u
L
H
中
旬
a
で
悔
山

州
組
"
が
繍
た
れ
勾
て
人
勺
q
M
v
a
a
L
d
v

p
い
町
会
過

Y
る

t
ム
V
J
川
訓
"
q
H
l

m
わ
U
て
耐
風
が
吹
金
舶
の
ペ
川

は
台
風
M
V
近
吋
倉
な
い
γ
m
'
具
い
人

H
A
が
多
〈
"
に
し
川
h
r
旬
a
u
h

『
山
樽
川
明
日
t
H
』
主
i
、
今
て
悔

山
間

υ伎
の
i
u
m
u
a
ー
‘
人
礼
。

続
〈
も
の
で
め
る
-

-
政

九
川
t
u
頃
a
A
1
川
1
H

叫

t
で
は
か
州
i
A
V
W
m
"
に
秋
川

副
総
M
F
停
掃
す
る
の
で
他
州
K
M

じ
〈
依
の
H
U
耐
の
ヲ
節
a
c
伝
句
ふ
問

州
地
ゐ
で
以
入
札
M
V
《
ず
勺
〈
M
V

ニ
れ
に
加
抑
え
て
拘
風
が
ゆ
側
近
L
ど
り

l
仰
r
る
・
、
t
が
a
n
る
の
で
国
風
則
"

に
宵
厳
令
書
す
る
円
で
あ
る

-
a守

丙
e
向
復
鉱
の
冬
刷
白
礼
H
M
K
置

に
'
e
る
と
H
4
付
近
は
北
仰
の
字

m
m
温
風
が
欧
S
巾
7
d
地
フ
ス
e
M
G
IA

た
凶
眠
U
A
T
A
側
内
吹
S
F
h
r

た
の
m
w
，
M
叫
が
位
機
L
て
良
、
入
行
代
金

j
E
た
ら
す
版
局
雄
h
・
ら
問
省
草
地

ん
に
t
b
z
降
ら
ぜ
る
的
U
川
、

川
崎
占
m
w
e
a
る
眠
り
A
H
で
あ
る

-
の
M臥
H
A
h
は
自
問
に
近
ー
、
破

ν
ム7

5
市
て
匁
q
t
-
1
問
時
間
後
に
九

州
近
日
却
に
白
血
L
.
山
民
に
e
1
問
時
間

倹
に
聞
東
山
w
e
a
a
す
&
合
-
K
M
V

与
《
ニ
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事館土砂防だより
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13.側斜地鵬対策事業五箇年計画の策定にむけて
本年依;jg3次急傾斜地崩境対策事業五箇年計画(平成5-9年度)を策定する年です。

がけ崩れから人命・財産を守るため、計画役資額の積纏的な鉱大が必要です。

1 . 113衣車傾斜地崩壊対策事雛五箇年

酎画策定的スケジュル(予定)

平..'事
m
m
n
 

日

2

5

..・，>It 
_.事決定..TIII 
..決定

2 車傾斜地崩壊対策事業五箇年計画の

推移

1・門

8.0∞ 
5，500 

平.5'事

."次."次."次s 切 S62 S63 . H4 H5 H9 

が砂崩れは毎年多くの命を電車っています・・・ー

・SdS$-H2$までの自然災書による死者 行方不明書の実鍾

がけ腐れ対策は・・・.

-かIォ・れの翁摘を怠〈します .憶を守り、想いの喝を創出します .安全と伺阿に惚援を活性化します

去る平成A年6月25自に大岩明倫保育園田園児による

植樹が行われました。桂目、当'輯所あてに.その時

白樺予を思い思いに描いた轄を担十点と心温まるお手

艇をそえていただきました.所圃一同心から曙酎する

と其に‘この子供還を 1人たりとも土砂災奮の植書者

にせ時祖、舎憧もよりー圃曹力を置ねていくつもりです。

建設省富士砂防工事事務所
〒418'/.:1官市三l副。l'1100 TEL 05.14 (27)52'2) 

富士宮砂防出張所
〒m一回 ;v;-j: '~.; rli I 川11¥826-] TEL05-lj{5，I)0236 

富士山を守り飽甥の安全巳買献守る

、むとb

.富士砂防工事事務所へのこ意見ご要望や、

司区車に討して語気づきの点がありまし定ら

左配車てlこご連組ください。


